
モｰニングサイドハイツだより

～アメリカ鉱山技術学会と岩石物性～

台になっていてモｰ

ニングサイド･ノ･イツ

というのがその名前で

ある.摩天楼が林立

するミッド1タウンか

ら地下鉄で10分ぐらい

星野一男技官のところにありノ･イ

ツの北と東はウェス

ト･サイド物語でおなじ･みのハｰレムが広がっている.

大学はそこでも一番高い所を占めていて地質学科のあ

るSchemerhomHa11は坂の途中に建てられている

ので正面入口は4'階で裏口は1階そして途中にあ

る構造地質の部屋は2階にありながら窓を通してち

ょうどアムステルダム通りを往来する通行人をなカ書め

ることができるという具合である.

ニュｰヨｰクはちょうど東京のようにそしてコロ

ンビア大学は東京大学のようにあまり他所からきた

人を気にしない.はるばる太平洋を越えてきた私には

星野一男

いささか拍子ぬけで最初は多少きびしい気もしたカミ

もともと東京育ち要するに東京に住んでいると思えぱ

いいのだとさとり以来まったく気楽に暮している.

ニュｰヨｰクのいい所悪い所は合わせて色々さまざま

であるがありがたいと思ったのは居なカミらにして多

くの催し物に接することかできることである.そこは

ひとり者のありがたさ(つまら虹さといった方が本音)

でせv･晋v'都合をつけてのぞけるだけのぞいて見よ

うと思っていた矢先偶然のことから標記の学会に出席

することができたので早速小文をお送りする次第で

ある.

アメリカ鉱山技術学会

1月末から養学期カミ始まってコロンビア大学キャ

ンパスはもとよりモPニングサイド･ノ'イヅｰ帯が急

に生き生きとしてきたように感じられた.あざやかな

コｰトの男女学生たちかいちめん雪に埋もれた構内を

せわしげに往来する.学期始めには学生たちは科

目を選び自分の時間表をきめなげればいけたい.学

期始めはまたデイトの相手を見つけだすよき機会で

もある.寮の掲示板は色々匁催しのアナウンスメン

トで急に一杯になった.ある目筆者も学期末の巡検

のことで鉱床のBehre教授の部屋を訪れ用事カミ終

わって辞去しようとすると｢時に君直来週ここで

ブロｰドウェイからみたコロ:!ビア大学の1部中央やや虚漢

りの交番のような建物は地下鉄｢･コ回ンピア大学前駅｣改札口1

集殉蜜貸みり1ラ液1漬り紙の重っ�
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MiningGeo]ogistsのMeetingがあるのを知っている

か｣と同教授からま近に迫った学会のことを教えられた.

まだ間に会うし君は学生として2ドルの登録料です

むはずだと教授にはげまされそのうちに学会から申し

込み用紙も郵送されてきたのでコロンビア大学の学生

として登録しとにかくのぞくだけのぞv'てみようと

決心した.

学会の名称は“アメリカ鉱山技術学会1964年度総会

(Annua1Meeting,SocietyofMiningEngineersある

いはAmericanInstituteofMining,Meta11urgicaland

Petro1eumEngineers)"であった.この学会は略

号をAIMEまたはAIMMEと書き鉱山技術学会

(SocietyofMiningEngineers略号をSME)冶金学

会(Metallurgica1Society)と石油技術学会(Society

ofPetroleumEngineers)の8学会の連合学会である.

そしてAIMEのなかには教育会議(CouncilofEdu･

cati㎝)経済会議(Co㎜cilofEconomics)と代議員会

.議(CouncilofSecti㎝Delegates)の3会議が設けられ

ておりまたSMEの部会として石炭(Coa1)工業鉱

物(Industria1Minera1s)鉱物有効利用(Minerals

Bene丘｡iation)採鉱･探鉱(Mining&Explorati㎝)

また冶金学会の部会として金属研究(Instituteof

Meta1s)鉄鋼(Iron&Steel)描出冶金(瓦xtractive

Meta11urgy)の7部会カミ含まれている.

会場はアスクポテノレとヒノレトンホテルで両ホテノレ

ともタイムス｡スクェアからほど遠からぬニュｰヨ

ｰクでももっともにぎやかな一画にある.主会場の

ヒルトンホテノレはペンシルベニア駅の正面にあたりメ

イシｰ百貨店のすぐ近くである.まも衣く気づいたこ

とはこれは出席者数や関連分野からみてたいへん観

ヒルトンホテルの砦屑物性の講演会場

模の大書匁学会でありそして親睦ということにも大

きな娩婁が抽かれているらしいということである､会

期は蟻則鍋の簿曜属から凄蝸の木曜賢凄でであるが

朝食屡食晩凄んとも毎冒のようぽ何かの名帥童づけ

られた会食でとても高いもの紀匁っている｡仮は

筆者が宥滴技術学会の催しに全部参加するとすると月

曜賢の昼食は歓迎昼食会この会場淋ヒルトン赤テル

の崔噴金の舞踏の間(⑬搬舷服⑪⑪鰍)帥という名節

を闘い花植けでも嬢串秘寒くなるようなとこるである島

その夜は勿クテかパ_ティのあピブ祭_ドゥ皿_の

こよい(丁嚇敏㍑慧敗燃細護y)葦…と名づけられ豪華な

シ灘一を伴う晩慈ん会これかいろいろの食事のうも最

高で夏大玉姦ドル花り花と思う串それでもこの値段で

かかる素敵なシ義一秘屍られるのは芽常匁特填であ夢

またと加㌔好機会であるをい簑よう扱ことが力説されて

いた.

各部会の講演テｰマを次に記す(かっこ内はそのテｰ

マに含まれた論文数を表わす).

一般:採鉱(5)開発(3)掘出(3)統済･市場

��

採鉱･探鉱都会:岩屑物性(4)地質技術(4)地質･物探

(5)地化学(8)採鉱(7)

石炭部会:岩万物性(4)肩炭利用(4)保安･通気

(3)採炭･坑道保全(4)

工業鉱物部会:合成物対自然鉱物(5)軽量骨材(4)最近

の成果(4)

鉱物有効利用:テｰマ省略(32)

その他:経済曲教育会議関係のもの(20)

合計:(124)

ペンシルベニア駅からみたヒルトンホテル正面入口�
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コ回シビア大学の構内

岩屑物性

岩石物性が石炭部会と採鉱･探鉱部会の両部会から

独立のテｰマとして提出されていることに注意してv'た

たきだい.しかも合計8という論文数は全体と比較

して決して少ないものではない.この学会のみに関す

ることではなく岩石物性か米国の鉱山学会ですでに

かなりの規模で研究されていることは予想外のことであ

った.岩石物性ということばを耳新しく感じられる

人が多いと思うので私なりに説明させていただく.

岩石物性はRockMechanicsの訳である.この名

称はコロラド鉱山大学で使われたのカミ最初らしい.

1955年秋に同大学の鉱山学部の有志か集まって翌19

56年春の学会のテｰマをRockMechanicsに関するシ

ンポジウムということにしようじ亭柾いかという謡が

でて､至人の異議も校く快漢ったとある串予定ど紬り

1956年4月に同校で最初の馳改脈砥搬1鰯に関す

るシンポジウム秘闘かれた古翌鳩艀牢に熔ミネソタ

大学ペンシルベ皿ア州並大学も主催校ぽ加わって鴛

回ラドで箪慧回概豊年は篤藪回そしてエ鰍隼はは

ミスリｰ大学も主催校に加めりペンシルベユア大学で

第遂圓のシンポジウムか開かれている圭篤五回論文嬢

の序を読なあ馳改獅畿h鋤1鱗は弾性状態および塑性

状態での麻カをカ脈られた&慧の砦有の性質と反麻を対

象とし蛮だ破壊(細施鵬)終よってひき為ご慈れる

技術的な問題軸よび破簸を防止する方法を対象とする

科学であると畜れs棚晦撫泌慧&の対応から賄砥

Meめ狐童鯛ということばを使うの秘適娑で諭る&思う

と述べられている｡以前からこれらの大学紀は

ミネソタ大学:TheAnmalSymposiaonExp1o-

rationdrillingandB1asをing(1951)

コロラド鉱山大学ペンシルベニア州立大学

周�祭灯�慯���散���

���

ミズｰニリ大学:TheAnnua1Sy皿posiaonMining

剥��捨���

(かっこ内は設立された年)

のようなシンポジウムがあった.“Sy㎜posiumon

RockMechanics"はこれらの連合シンポジウムとし

て作られていたのである.このように岩石物性とv･

うことぱまたそれに関する学会も鉱山学会から最初

に提起されてきたものだか当然この分野は鉱山技術

のみでなく土木建設をも含めた土木地質(Engine･

eringGeology)全般に関連しさらに地球物理､構

造地質火山などとも関連するものである.

上述のシンポジウムも第2回には“地殻における物質

の状態(BehaviorofMateria1sintheEarthsCmst)

に関するシンポジウム"と題されてV'たが第3回以降

からもと1こもどって今年1864年10月にミズｰリ大学

で開かれる予定の第6回に至るまで一貫してRock

MechanicsとV･う名称が付せられてきている･

昨年6月にはロザンゼノレス近郊のサンタ･モニカで

単球物理構造地質探鉱技術鉱山地質を包含した

この種の最初の国際学会が開かれたがこのときの名称

が当初は“地殻における応力の状態に関する(On

stateofstressintheCmst)･…"と在ってV'たのに

いつの問にか“RockMechanics"と略称されるように

なってしまった.

さて大分横道にそれた淋もとにもどってこの学

会における岩石物性関係の講演を簡単に紹介しよう･

石炭部会から出された4論文の最初の凄つは天盤

の補強は関するもので米国鉱山局のL｡ん黛鋤故の

“D鍋i慧孤董概遷副童至蘭纂St置銚搬純湖五鵬疑⑪⑪ヂとA㎜紗

貫ic鋤Cy馳鋤姻C⑪､のD｡し晦1嚢鋤の叩驚㈹服鵠玉狐§

至皿蝋i鵬馳械跳p脾資ゼであ鶯た､

賄蝸鼓のは補強ぽ妹ルトを使う場合安全を保つた

めにはどのようなボルトをどのよう紀配置すればよ

いかを決めたものでここ五〇年間馳腿雛械醐鵬警で

なされてきた理論的集験的研究の結果を総合したも

の｡M搬搬のは標題か高察すると樹脂を便りたを

書の方漆淀が講演され低かった｡�
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のH.R.Hardyの“ConceptandMeasurem鋤tofthe

Mechanica1PropertiesofRock".Waneのものは

StreSS対Strainの比が常数ではなくある座標方向で

は変数であらわされるとした場合のStreSSとStrainの

関係式をあつかったもの.Hardyのものは長年の実

験結果から岩石の強度のような力学的性質は温度側

圧荷重時間率などによって変わるということがわかっ

た.したカミってこれからこれらのfaCtOrの変化を

注意深く調べて行ってそれらの関係式を見出すつもり

であるというもの.しごく当然の話でわざわざニ

ュｰヨｰクまできて話す必要もないと思われるかも知れ

ないがたくさんのスライドをパラパラと見せられた

結果では相当のデｰタがあるらしくこのようにマス

･プロ的にやっていただくのは非常に有意義であると思

った次第である.

午後の4講演は採鉱･探鉱部会から出されただけあ

ってすべて現場に直結するものであった.Duquesne

LightCo.のJ.C.Draperの“SurfaceMovementin

theVicinityofPmarsLeftinG琶bAreas"は地下

坑道の掘進に伴う地表面の沈下をあつかったものだカ主

これは例外として残る論文はすべて自分たちの鉱山

で岩石物性の研究がどのように行なわれているかを述

べたものである.

である.結果はどうだったのだろうか.具体的にい

くらコストが下ったとは言わなかったがWestvaco

Mineの側カミもっともよいようであった.この方法を

採用しなかったら採算のあう採鉱は不可能に近かった

といっている.だがWhitePineCopPerではそれ

ほどでもなかったらしい.大切なことは基礎を重視

すること器械の選択技術者の教育である.結論を

得るまでにはまだまだ多くの失敗と忍耐が必要だろうと

述べていた.

学会の前日ニュｰヨｰク･タイムズ月曜版の経済欄

にかなり大きくこの学会の紹介記事がのった.出席

者は2,500名にのぼると記していた.いずれにしても

大きな学会で岩石物性以外のことを述べられないのは

残念である.MiningEngineering1月号に一部の要

旨がのっているしほかの関係雑誌にはもっと詳しく

記事があると思うので参考にしていただけたらと思う.

なおこの5月にニュｰヨｰクで“StrataContro1

andRockM㏄hanics"というおもに採鉱地質関係

の第4回国際学会が開かれることになっている.

(筆者は燃料部石油課コロンビア大学留学中)

塘堀

次に講演者と標題を列記する

W.G.Fischer:HowRockM㏄hanicsisapp1iedto

speci五｡MiningProblemsatthe

West∀acoMine

�堀

��

���

InvitationofaR㏄kMechanicsPm-

gramatWhitePineCopPerComp2nア

R.D.Lindberg:HowtheMechanicsProgra㎜atEster-

�穹�����

岩石物性が鉱山学会で多くの関心を寄せられている

最大の理由は午後の開会の辞でChaimanが言った

ように岩石の物理的性質をより科学的に把握すること

によるコスト減少と安全確保(後者も結局はコスト減

少ということに結びつく)である.

出席の人たちは会社関係鉱山局などが多いらしく

午後の会場は午前とは違った活気のあるものだった.

これらの例に述べられた岩石物性研究計画というのは

要するに坑口坑壁の床カ分布を何らかの方法で計

量して行きもっとも合理的な採鉱をしようということ

アムステルダム通りからみた大学の1部

写真の中央あたりに地質の教室がある�


